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中国蟻族の居場所を改善する問題について 
―上海大卒蟻族に適用する集合住宅の探求― 
 
RESEARCH ON IMPROVING THE LIVING SPACES OF THE ANT TRIBE OF CHINA 
 TO EXPLORE THE MULTIPLE DWELLING HOUSE WHICH APPLIES TO THE ANT TRIBE  
FROM THE GRADUATE IN SHANGHAI 
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主査 渡辺真理   副査 下吹越武人・高村雅彦  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
From the beginning of the 1980s, with the economic development of China, the people who looking forward 
to big city life increases year by year. Along with it, residential problem of urban new immigrant group also 
becomes severe every year. Currently, the housing problem of the graduate from the countryside who that wants 
to foothold in big cities was concerned by the media and became a topic in society. 
In this time, I make the ant tribe from the graduate in shanghai as the object of study, thinking from the 
present situation that the public rental housing which be constructed by the government is not really applies to 
the ant tribe and then try to plan a public rental housing which applies to them. 
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１． 社会背景と研究目的 
２０世紀８０年代から、中国の経済発展とともに、大
都市の生活を憧れる人が年々増えている。それに伴って、
都市新移民族の居住問題も年々厳しくなる。特に、近年
以来、大都市に立脚希望のある農村戸籍の大卒者である
蟻族の居住問題がメディアに注目され、社会には大きな
話題になった。 
今回、毎年上海市内大学から卒業する蟻族を研究対象
として、政府が建設している一般低所得者に向ける公共
賃貸住宅が蟻族に適用しないという現状から考え、蟻族
の学生たちが卒業する時から都市の一般保障住宅の申
請できるまでの過渡期間に適用する賃貸集合住宅のデ
ザインを求める。 
 
２． 蟻族と蟻族の都市居住問題 
（１）蟻族とは 
蟻族は中国の経済発展とともに、誕生した新言葉であ
る。 
中国における、２０００年代後半以急増している、大
学卒業でありながら良い給料の職に就けない若年者層
のことである。特に、貧困な田舎の出身で、大都市にの
立脚を目指す大学卒業生たちのことを蟻族と呼ぶ。 
 
（２）蟻族の都市居住問題 
現在、中国蟻族の都市居住問題に起こった原因は二つ
の方面がある。 
一つは現在中国蟻族の規模である。２０００年後、中
国全国の卒業生は年々激増している。去年の２０１５年
には、史上最大の７４９万人に達した。また、近５年以
来の成長率がほぼ同じレベルで維持する状態から見れ
ば、近年卒業生の人数もう頂点に近づく、いわゆる就職
の最難関を迎えると言われる。全国大卒者の就職目的地
から見れば、大卒者の中には約７割が北京、上海、広州、
深圳という一流大都市を目指す。現在では、全国蟻族の
人数が１００万人を超えたという厳しい状態になった
と専門家に言われる。 
 
図１ 中国前全国卒業人数 
 図２ 中国蟻族就職目的地分布 
 
もう一つは都市居住方面である。古来より不平等な戸
籍制度、そして８０年代都市住宅価格の急騰と今政府の
都市居住保障政策の不完全などの問題があるから蟻族
に適用する居場所がさらに制限された。 
 
（３）蟻族居場所の現状 
蟻族の卒業ばかりの学生たちにとって、都心の家賃が
高すぎるため、都心から数十キロの郊外の村落で暮らし
ている。住居はいわゆるシェアハウスを行う。お金を節
約ため、一室をみんなで共用、平均一人当たりの使用面
積が５平米以下という厳しい状態で生活している。 
 
 
図３ 蟻族の居場所写真 
 
３． 上海弄堂集落に関する調査 
今回は上海大卒蟻族の居場所を改善するから、上海市
内で蟻族の卒業生に適用する集合住宅の集落を計画す
ると考える。まず、計画する集落を上海市内に成立でき
るために、、移民都市と言われる上海市の移民歴史を調
べる必要がある。その中、「弄堂」という上海初の移民
族と深い関係性のある伝統建築の集落に注意を引いた。 
（１）上海弄堂集落の由来 
弄堂集落は「里弄」とも言え、上海民間居住集落の一
種である。１９世紀後半から、２０世紀中期まで一世紀
間に上海市の中心地域で大量に建設され、近代上海地方
文化の最も重要な一部である。 
 
図４ 上海弄堂集落の分布 
上海弄堂建築の由来は当時の租界と深い関係がある。
１８４３年に上海が条約港になったから、周辺地域から
多数の労働者が流入してきた。１８５３年の小刀会蜂起
と太平天国の乱によって、さらに多数の移住者と難民が 
租界に流入した。住宅需要の急速な高まりを受け、宅地
造成業者は租界の中で中国人向け住居 、いわゆる最初
の弄堂建築を大量に建設し始めた。 
 
（２）弄堂集落の空間特徴 
弄堂集落の空間特徴は集落の中にいくつのスケール
と機能が違う空間序列を設置したことである。つまり、
一番外部の街面から総弄、そして支弄、住宅ユニットま 
での居住空間をパブリック空間、プライベート空間を意
識的にきちんと分けられることである。外部の世界に強
い地域感と安全感が生じる、一方、内部に濃厚な近所感
とコミュニティ感もが生じる。これこそ、良い近所関係
を保ち易い生活空間だと見られる原因である。 
 
 
図５ 弄堂集落空間の序列 
 
（３）弄堂建築集落の現状 
現在、上海弄堂建築が百年変遷をして、どんどん現代
社会の生活に追いつかなくなる２０世紀５０年代、上海
市内の弄堂建築が２０万棟で、延べ面積が２０００万平
米に達し、全市住宅の半分以上を占めると言われた。近
年現代化都市を創るため、上海の弄堂建築の数が年々減
尐している。特に近５年の中、３分の１の弄堂建築が壊
されたという。 
 
 
図６ 弄堂集落の撤去 
４． 蟻族ための都市新弄堂を計画 
政府の政策が変われないが、弄堂集落の生活形式とい
う伝統文化を残させる必要がある。そのために、今回上 
海が新しい移民族を迎えることをきっかけとして、撤去 
した弄堂集落の遺跡で、蟻族のための都市新弄堂を設計
することを決めた。 
（１）地域サーベイと敷地リサーチ 
今回は上海都市にある昔南市区と呼ばれる区域を選 
定した。あちらは上海最も歴史の古い区域であり、上海
都市の発祥地と言っても過言ではない。近年、政府の政
策で南市区にある弄堂集落はものすごく速いスピード
で撤去し続けている。 
今年に撤去された陸家浜路９４号弄堂集落の遺跡を
敷地に選定する。この当たり昔弄堂集落の集中地として
人々に知られ、現在周辺には高層ビルがいっぱい建ち上
がって、旧都心の雰囲気がほぼ無くなってしまった。だ
から、今回はこの建て替えが一番激しい場所を選んで、
都市新弄堂を計画し、町の文化を伝承して行こうと考え
る。 
（２）都市新弄堂の計画 
a）コンセプト 
これからの都市生活のモデルと都市バランスを想像
した上で、移民都市である上海の伝統雰囲気を作り出す。 
 
図７ 未来都市雰囲気を作る 
 
b）ダイヤグラム 
形式としては現代都市生活要素を融合し、集落のグル
ープ生活のイメージを抽出する。排列では弄堂建築のよ
うに囲みとずれることから変化して、豊かな空間表情を 
生成する。 
 
（３）集落全体配置の構成 
集落全体配置の構成は区域、通路、共用施設と住宅ユ
ニットなどの方面から伝統弄堂集落の空間序列の形式
に踏襲する。 
a）区域 
区域上では蟻族の日常活動によって、集落を全体、エ
リア、そしてグループまでに分かれ、違うスケールで集
落生活の序列を管理する。 
 
b）通路 
通路の設置では、弄堂集落のように総弄、支弄そして
第二段階の支弄を設け、動線を明確させると同時に場所
による人の行為が決められる。 
 
c）共用施設 
貧困な蟻族にとって、生活施設をできるだけシェアー
でしか使わないから、集落の場所による違う機能を持つ
共用施設を設置する必要がある。使用率により、施設を
集落全体共用、エリア共用とグループ共用に分ける。 
 
d）住宅ユニット 
弄堂集落の隣にある埠頭には毎年大量な古いコンテ
ナがのこっている。それを活用して、蟻族ための移動で
きる仮住まいの居住ユニットとして再利用する。 
 
 
図８ コンテナで出来た住宅ユニット 
 
（４）集落の組み立て 
通用コンテナを鉄骨枠に差し込むという簡単なやり
方で集落の全体を組み立てる。なるべく溶接を避けたか
ら、仮設建築として数年後の回収することも便利になる。 
 
 
 図９ 集落の組み立て 
 
５． 結論 
現代化都市の構築において、新旧交代することが避け
られない。しかし、それに当たって、極めて重要なのは、
都市の地方特色を有効的に守って、伝承してゆく、また、
特定な利用者に適用する新たな計画を創造することで
ある。 
今回、上海大卒蟻族の居場所を改善ずる問題を前提、
そして、上海伝統弄堂集落の撤去する問題を契機として、
「上海大卒蟻族ための都市新弄堂」を提案した。それが、
上海新移民族に適用する良い住環境を探求すると同時
に、伝統地方文化を持つ未来都市の光景を描ってみるか
らのである。 
今後の中国、都市社会の更に発展によって、こういう
「地方文化を守る」、「地元の素材を活用する」「利用
者の特徴を本位にする」という都市更新手段を利用し、
都市の新旧交代を完全する必要があるのではないかと
思う。 
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